
第5分科会

保・幼・小の連携における保育者・教員養成のあり方を考える
―共通点は何か、相違点は何か―
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　近年、子どもを取り巻く環境の変化やそれにともなう子どもの育ちの状況、さらには、
子どもの育ちを連続性を持って捉えることの重要性等を踏まえて、「保・幼・小の連携」を
促進するさまざまな取り組みが行われている。このことを、保育者・教員養成校側の問題と
して捉えると、保・幼・小の接続という大きな流れの中で、それぞれが固有の役割をもって
保育・教育を実践できる保育者・教員の養成が重要な課題となる。本分科会では、まず、
現場の経験を持ちながら大学で教員養成に携わっている3名より具体的な報告を行い、
保・幼・小の保育・教育の共通点と相違点（独自性）を明らかにする。そのことを通して、各々
の教員として求められる資質、それを養成するカリキュラム、授業のあり方、その工夫や
配慮等についてディスカッションし、大学における保育者・教員養成のあり方を「保・幼・
小の連携」の視点から考える。
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○分科会のねらい
　第５分科会のねらいは、保・幼・小の連携におけ
る保育者・教員養成のあり方を考えることである。保・
幼・小の連携というと「こども園」のような施策に大
きく影響を受ける保・幼間の連携（あるいは「一体化」
の問題）がすぐにでも思い起こされる。また、とき
に社会問題として言われることのある「小１プロブレ
ム」のような保と小の間、幼と小の間の連携のこと
が連想されるかもしれない。
　だが、本分科会ではむしろ保育者・教員「養成校」

の面に焦点をあわせて考えてみたい。もしかする

と、保育者・教員養成に携わる大学教員は普段か

ら保育・教育を論じたりしているだけあって、他

専門の教員よりも FD活動に一定以上の理解をもっ

ていると思われているかもしれない。個人の授業

においても人並み以上の技量をもっていると思わ

れるかもしれないし、教員間での連携をスムーズ

に図ることができていると思われるかもしれない

（本報告は、コーディネーターのうち山内が担当

している。こういう意識は、わたし自身が教員養

成系に属する者として日頃ときに感じるものであ

るといったら自意識過剰との謗りを受けるだろう

か）。しかし実際に各大学で経験される現実に照ら

し合わせると、必ずしもそうではないことは、す

ぐに明らかになる。いくら雄弁に教育を論じてい

ても、その教育活動自体は論じるほどうまくない

例がいくらも（当然山内も含めて）思い浮かぶ。

　ただ、それ以上に本分科会のテーマとして重要

だと感じるのは、保育者・教員養成校における保

と幼の間の、あるいは、幼と小の間の教員・職員

の連携の問題、より率直に言うなら、連携の「難

しさ」の問題である。保育所が厚生労働省の管轄

にあり幼稚園が文部科学省の管轄にあって、いわ

ゆる縦割り行政の弊害の見られる部分がないとは

言えない。では、保育者・教員養成校の内部での、

保と幼の間や幼と小の間にある連携の難しさがそ

うした行政面での違いで説明できるかというと、

必ずしもそうではない。保育や教育のそれぞれの

理念の違いが影響している場合もあるだろう。あ

るいは、「小１プロブレム」に象徴されるような、

もっと卑近なそれぞれの側の思惑のすれ違い（簡

潔に定式化すれば「就学前にもっとちゃんとしつ

けてくれないと」（小側の思惑）vs.「小学校は幼児

教育の本来の意味合いを知らずに要求ばかり」（保

幼側の思惑））が大学の養成課程にも反映している

場合もあるだろう。

　保・幼・小における養成に携わる大学では、

学内に２つ以上の複数の養成課程をもっている場

合が大多数であると思われるが、ここに述べた

類いの問題は多かれ少なかれ、どの大学も抱えて

いるものではないか。あるいはそれ以前に、同じ

大学内の複数の養成課程がほとんど没交渉のよう

な状態であることもあるのかもしれない。同じ



第
５
分
科
会

306

ような幼児期・児童期の「こども」のための保育者・

教員を養成しているにもかかわらず、である。

　また、第 17 回 FD フォーラムの全体テーマで

ある「キャリア教育」との関連でひと言付け加え

るなら、保育者・教員養成系は、学生の卒業後の

進路が（入学時にはすでに）ほぼ決定している場

合が少なくない。しかも、卒業後、４月からすぐ

に、一方で確かに新人には違いないが、いわゆる

即戦力的に子どもの前に立たなくてはならなかっ

たり、学級を任されたりということが多い。その

卒業生がのぞむ現場は、上述したように、いま何

かと連携の難しさが論議されている保・幼・小の

現場である。

　もちろん彼らには、確実に自らの経験を積み、

周囲の先輩や同僚とよく連携をとり、そして自分

の仕事がどのようなものかを自覚的にじっくりと

考えて欲しいと期待をする。だが、就業当初は差

し当たり、自分が在学していた大学の教員の様子

が主たるモデルのひとつとなるだろう。もし、大

学の保・幼・小の各養成課程で、保・幼・小の間

の連携がうまくとれていないとすれば、どうなる

だろう。

　親の背中を見て子どもが育つ、ではないにせよ、

そうした大学教員・職員の背中を見て育ったこと

によって、彼らの就業のごく初期、スムーズにキャ

リアに接続していけるか、それとも戸惑いや不満

を強く感じることになるかの境目で、気がつかな

いまま、わたしたち大学教員・職員が彼らの足を

引っ張っていることになってしまっていないか、

不安が残る。

　あらためて確認するが、なぜ「保・幼・小の連

携」が大学の FD のテーマになりうるかというと、

(1) 社会的な状況や要因から、また、大学内や教

員の側の要因から、「保・幼・小の養成課程の連携」

が必ずしも組織的自覚的になされているわけでは

ないという現状、(2) 養成校の連携の充実具合や

不十分さは間接的にではあっても、強力に、在学

生や卒業生が抱く現場観に影響し、彼らのキャリ

ア形成のごく初期の段階においては強く作用する可

能性のあること、大きくこの２点ほどがその理由と

して考えられる。

　今後の社会の担い手である子どもたちを育てる

保育者・教員を養成すべき、わたしたち大学教

員・職員が、今後の社会に強く要請される、子

育てをより社会化し、ともに手を取り合って行っ

ていこうという潮流に（逆らう、ではなくても）

乗らないままでいることはもはや許されないの

ではないか。

○分科会の概要
　分科会当日は、龍谷大学の田岡由美子先生、大
阪教育大学の佐久間敦史先生、東大阪大学の吉岡
眞知子先生の３人の報告者の先生に順にご報告い
ただいた。３人の先生はいずれも、ご自身が現場
経験をもちながら現在は大学で保育者・教員養成
に携わっているという経歴の持ち主であり、ご自身
が強く意識されているか否かは別にして、それぞれ、
大学で実践されている養成教育には、さまざまな
工夫や配慮が凝らされており、どの先生もユニーク
な教育実践をされているように感じられた。そうし
たこともあって FDフォーラムの分科会としては少々
異例だったのかもしれないが、報告者の先生には、
それぞれ１時間をめどに長めの時間でご報告をいた
だいた。各先生が実践されている教育の個別性や
独自性には、全体で討議する際の大切なヒントが多
く含まれているように思われたし、そのどれも報告
からオミットするのがあまりにもったいなく思えたか
らである。
　またひと言付け加えると、田岡先生、吉岡先生の
所属されている学部・学科の名称が「こども学部」
であり「こども教育学科」であるのは非常に象徴的
な、大きな意味合いをもっていると思われた。例えば、
保育学科、初等教育学科、幼児教育学科等のように、
それぞれの学部・学科の内実を、（行政的な用語で？）
正確に言い表してはいても、そのぶんどうしても、保・
幼・小の３者の連携を考える際には、そのいずれか
を排除しているように受け取られても仕方がない学
部・学科名称が従来は普通であった。「こども学部」
のように新たな響きをもった名称をもつ学部は、東
大阪大学、龍谷大学に限らず徐々に増えてきている。
そうした学部・学科名称には、ここまでにも散々述べ
てきた、保・幼・小の連携の難しさを、まずは十分
に自覚し、そのうえでその難しさを乗り越えたいとい
う強い願いが、どこかに込められているように思うの
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である。そして、そうした新しい響きをもつ「こども
学部」「こども学科」の中でも、田岡先生、吉田先
生の報告の中にあるそれぞれの大学での実践や授
業には、どこかモデル事業的とも言えるような取り組
みが数多く認められるのである。
　午前の部では、最初にコーディネーターの長谷

川先生から、分科会の趣旨の説明、講師の紹介、

プログラム進行の説明があり、田岡先生、佐久間

先生からの報告が続いた。昼休みを挟んでの午後

の部では、吉岡先生の報告の後、再度、若干の休

憩時間をとり、昼休みの時点でフロアに配布して

いた質問用紙を回収し、質問の整理等をして、時

間の許す範囲で先生方に答えていただいた。

各報告の概要
　本報告書の別稿として、それぞれの先生の報告内
容が詳しく掲載されているので、ここでは各先生の
報告を逐一なぞることはしない。コーディネーター山
内の印象に強く残っており、フォーラム分科会当日
の報告の雰囲気をよく伝えるだろうと感じられるエピ
ソード等を中心に簡潔に記述するにとどめたい。

(1)「保育実践力育成のための教授法開発と教
材作成─『こども教育学科多目的室』活用を
中心として─」（田岡先生）
　田岡先生の報告の印象を、もしひと言で表現する
のなら、真剣に遊ぶこと、遊びに真剣に取り組むこ
とを大切にされている、ということになるだろう。単
に授業の中で、幼児教育の思想家の、子どもにとっ
ては遊びこそが真剣な活動である、といった類いの
言葉を学生たちに説明するだけに留まらず、田岡先
生自らが遊びに真剣に取り組まれているという印象
がとても強い。報告は、主として龍谷大学短期大学
で新学科「こども教育学科」設置にともない開設さ
れた「多目的室」に、開設準備段階から、開設後
の利用・活用方法の開発にまで全面的に関わってこ
られた田岡先生の実践報告である。フォーラム当日
は、学生が、また、近隣の乳児・保護者が「多目的
室」を有効かつ相乗効果的に利用している様子のビ
デオ映像を添えて、「多目的室」の実態を生き生きと
紹介してくださった。
　正課授業において、例えば「保育内容 人間関係」

の授業で、乳児のひとみしりがどのようなものである
かをどれだけ丁寧に説明しても、「多目的室」で実
際の子どもの様子を目にすれば一目瞭然、百聞は
一見に如かず。この体験の力はとても大きい。特に、
小さい子どもと時間を共にする生活経験を学生に期
待するのが難しい現在は、たとえ一時的なものとは
いえ、こうした経験を学生がするとしないとではその
後の学習・実習に向かう意欲・態度に大きな違いが
生まれる。また、現代の若者は遊べない、と嘆くく
らいなら、正課外活動の時間も利用して、「多目的室」
をそうした遊び等の創発する場所として活用すれば
いいという田岡先生の行動力には驚かされた。
　ただ、問題がないわけではなく、現在は大学のプロジェ
クトの助成を受けているから、絵本等の児童文化教材
をある程度潤沢にそろえることもできるが、この資金が
ずっと継続するとは限らないのが不安である。また、そ
れ以上に、どうしても一部の限られた教員の持ち出し・
手弁当的な活動に「多目的室」の運営が依存しがちに
なってしまうという難点がある。最後の点は、FD的な
観点からは常に提出される悩ましい問題である。

 (2)「小学校現場と教員養成のギャップ」
　　（佐久間先生）
　ご自身が小学校の教員であったことをユーモラス
な事例を用いてユニークな口調で語り始めてくださっ
た佐久間先生は、そうした経歴をもっているからこ
そ、養成校でかえって自然と目についてしまう、現場
が抱く大学へのギャップ感から報告を開始した。か
なりの無理を承知でまとめると、こんな信じがたいさ
まざまな出来事が小学校では起こっているし、信じ
がたいようなさまざまな教師の仕事があったりするの
だけれど、それを大学のみなさんはご存知だろうか、
という問いかけから始まったという印象である。もし、
学生が授業で佐久間先生に同様に語りかけられた
ら、きっと、その現実の興味深さに目を輝かすであ
ろう様子がまざまざと思い浮かぶ、そんな調子が貫
かれていた。そこから、最近の子どもの実態、地域
の実態、小学校の教師の実態が鋭い観察者の眼を
もって報告されていくのだが、その観察の対象は大
学内での教員と教員の間の関係にもおよぶ。
　佐久間先生が、保と小の間、幼と小の間の連携
を求める試みの一例として紹介してくださった、小学校
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生活科における「くぐらせ期の教育」の実例もそれだ
けで十分に興味深く面白い実践であったのだが、そ
れ以上に、この日、フロアから大きく共感の声が上
がったのは、佐久間先生の次のひと言だったようで
ある。「個人商店の集まり」。
　自らの所属する大学でも、必ずしも小の先生と幼
の先生がよく相談を重ねるわけでもない、養成課程
は、外からはもしかすると総合商社やデパートのよう
に思われているかもしれませんが、実際のところは
結局個人商店の集まりのようなものですから。
　こう佐久間先生がポツリと述べられた時、コーディ
ネーターの耳にはフロアに、おお、というどよめき
が響いたように聞こえた。意外、というのではない。
それどころかむしろ、常日ごろ強く感じてはいるが（フ
ロアのほとんど100 パーセントに近い参加者が、何
らかの養成系の教員・職員であると言っていいような
状態だった）、うまく言葉にできなかった現象を、卓
抜な比喩で表現してもらってすっきりした感嘆とでも
言おうか、そんな雰囲気だった。

(3)「保育所、幼稚園、小学校教育と保育者・
教員養成のあり方を考える──」（吉岡先生）
　吉岡先生に関しては、自らの経歴が、いかに保・幼・
小の連携を考えざるを得ないものであったか、そして、
そうした連携の必要性を、現状、保育・教育の理念
的な部分、制度のあり方の部分等、かなり緻密に丁
寧に報告していただいた。事前に、田岡先生、佐久
間先生から報告していただいた具体例があったおかげ
で、吉岡先生の理念的、制度的な部分の話に対して
も豊かなイメージをもつことができ、逆に、先に田岡
先生、佐久間先生が示してくださった数々の具体例に
対しては、吉岡先生の報告を通じて、それらを見通し
て考えるための道筋が示されたという印象である。
　３人の先生の報告が終った後のフロア全体としての
質疑応答を先取りする形になってしまうが、「東大阪大
学では、保・幼・小の３つの免許資格を、実際、学生
はそれぞれどの程度の割合で取得することになるのです
か？」という問いに対する吉岡先生の回答が、吉岡先生
の報告の全体的な印象を決定づけていたと感じられる。
　学生がどの種の免許資格を取得するかは、それぞ
れの事情によると断った上で、吉岡先生としては、で
きれば全ての学生に全ての種類の実習にいって、３

つの免許資格を全て取得するようにして欲しいという
気持ちをとても強い口調で繰り返されていた。それ
は免許資格が就職に有利に働くといった観点とは全
く違う、次のような理由からである。
　簡単に言うと、学生たちは、保育園児、幼稚園
児、小学生のいずれかを保育・教育する仕事に就く
のではなくただ、「こども」を育む仕事に就くのであ
る。たとえ一生を小学校の教員として終えるのであっ
ても、就学前の保育・幼児教育がどのようなねらい
や願いをもって行われているのかは、当然、知って
いるにこしたことはない。また、保育所や幼稚園の
先生の責任は、園児を卒園させれば終わりというわ
けではなく、その子がどのように育っていくべきなの
か、就学後も含むその後の発達の道筋は、当然、知っ
ているべきである。ある意味、免許資格はたまたま
便宜上分かれているだけであって、「こども」を育む
仕事としては、一般的に福祉の仕事と見られがちな
家庭の支援も（小の教員が忘れがち）、社会人として
生きていくための具体的実際的な能力・技能の学び
（保で忘れられているわけではないにせよ、まだずい
ぶん先のこととつい先延ばししたくなる誘惑にかられ
る）も、当然、ひとつの全体としてこの仕事には求
められるのである。

○分科会のまとめ
　３人の先生の報告がそれぞれ非常に充実していた
分（加えて、後半、全体討議を担当したコーディネー
ター山内の不手際も大きく与しているのだが）、どう
しても質疑応答は事実確認的なものから先に進むだ
けの十分な時間の余裕をもてなかった。
　FD的な観点から興味深く思われた質問と、それへ
の回答を最後に挙げることで、分科会のまとめに代え
たい。まずは当然、「個人商店がデパートとまではい
かなくても何とか商店街程度には手に手を取るような
形にはなれないか」という質問。これには、やはり、
それは学校ごとに事情が違うので、それぞれのメン
バーが頭を悩ましながら地道に手立てを模索するしか
ないという、これまでもずっと悩まされ繰り返され続
けた回答しかないという、至極妥当な結論に落ち着か
ざるをえなかった。ただもちろん、今回の分科会での
先生方の報告には、そうした手立ての模索のための
ヒントは沢山あったように思う。例えば、「多目的室」
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が実績を重ねれば、それまであまり学生が集うよう
な場には顔を出さかった先生も、「多目的室」でどん
なことをしているのか気になって覗きにくるといったよ
うなことが自然と起こる、これは FD 的には一歩前
進である、といったように。
　また、養成校でいくら保・幼・小の連携を推進し
ても、出口である保育所・幼稚園・小学校、あるい
はそれを支える地域社会、日本全体で、子育てを社
会化していくという意識が、まだまだ十分に浸透して
いないと言えないか、という指摘もあった。ひとつ
の養成校がいくら高らかに声を上げたところで、そ
の力はたかがしれているかもしれない。ただ、今回
は FDのフォーラムの分科会という形であったが、こ
のように「こども」の育ちに対して、そして、その「こ
ども」を育む仕事につきたい学生の気持ちに対して、
まじめに真剣に応えようとする大学関係者のひとたち
が大変多く集まった分科会の様子を見て、FDを通
して、FDの枠を超えて、「こども」の育ちをしっかり
と支える土壌が確かに存在することが確認されたよ
うで、まだまだ自分も頑張れる、という元気をもらえ
るような気持ちになった、そういう意味でコーディネー
トし参加したことが有り難く思えた楽しい分科会で
あった。
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龍谷大学 短期大学部 こども教育学科 准教授 田岡 由美子
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小学校現場と教員養成のギャップ
大阪教育大学 教職教育研究開発センター 准教授 佐久間 敦史
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ࡢ࡛ࡲ௒ࠊࡣᗂ⛶ᅬ࡛ࡸಖ⫱ᡤࠊ࡚ࡅཷࢆࢀࡑࠋࡿࢀࡉฟ࡟ᗂ⛶ᅬഃࠊಖ⫱ᡤࢆ࡜ࡇࡓࡗ

ᅬ⏕άࢆぢ┤ࠊࡋᮏ᮶ࡢಖ⫱㸦ᩍ⫱ㄢ⛬㸧ࢆኚࡿ࠼ᙧࡢ‽ഛᮇ㛫㸦ᑠᏛᰯࡢ࡬‽ഛ࠼⪄࡜

࡚ࡋᮇᚅࢆຠᯝ㸦㸽㸧࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡕࡀࡾ࡞࡟࡜ࡇ࠺࠸࡜࠺ࡲࡋ࡚ࡗసࢆᮇ㛫㸧ࡿ

ࡢ㐃ᦠࡢ࡜ᑠᏛᰯࡢ၏୍ࡀࡅࡔᶵ఍ࡢࡇࠊࡣ࡟᫬ࠊࡃከࡀሙྜࡿ࠶ಖ࣭ᗂ࣭ᑠ㐃⤡఍࡛ࡢ

ሙ࡛࠺࠸࡜ࡿ࠶ᑠᏛᰯᰯ༊ࠋࡿ࠶ࡶ㸦᭱㏆ࠊࡣ⾜஦➼࡛஺ὶࡿ࠸࡚ࡋࢆᡤࡶቑࡿ࠸࡚࠼㸧

㒊⛉Ꮫᩥࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᶵ఍ࡢಟ◊ࡢྠྜࡢࡵࡓࡿᅗࢆゎ⌮ࡢᩍ⫱ෆᐜࡸಖ⫱ෆᐜࠊ㏆ᖺࠉ

ᑠᏛᰯ࡜බ❧ᗂ⛶ᅬ࡟≉ࠊ࡟༢఩ࢆᅬ༊ࠊ༊ᰯࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉࡶ࡜ࡘ୍ࡢᩍ⫱ㄢ㢟ࡍ♧ࡢ┬

㛫࡛ࡀ✲◊ࡣ㐍ᰯࠊࡳ✀㛫ࡢ᥋⥆ࡢ࡚࠸ࡘ࡟ᐇ㊶◊✲ࠋࡓࡁ࡚ࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡉ࡞ࡀ㸦Ꮫ఍

኱Ꮫ௜ᒓᗂ❧⚾ࡸᑠᏛᰯࠊᅜ❧ᩍဨ㣴ᡂ⣔኱Ꮫ௜ᒓᗂ⛶ᅬࠊ࡜ࡿࡳࡽ࠿⾲Ⓨࡢ఍࡛✲◊ࡸ

⛶ᅬࠊᑠᏛᰯ࡛ࡢ◊✲ᐇ㊶ࡀከࠋࡿࢀࡽࡳࡃ㸧

保育所、幼稚園、小学校教育と保育者・教員養成のあり方を考える
ー　保育所・幼稚園の教育から小学校教育への接続　ー

東大阪大学 副学長 こども研究センター長 こども学部 教授 吉岡 眞知子
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㸲㸬ᩍ⫱ㄢ⛬ࡿࡅ࠾࡟᥋⥆

㸦㸯㸧ᗂ⛶ᅬᩍ⫱せ㡿࣭ᑠᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ᨵゞ㸦ᖹᡂ 20ᖺ 3᭶ 28᪥බ♧㸧

ձࠉᨵゞࡢ⤒⦋

ࠉࠉࠉ ຊ࣭ࠖࡿࡁ⏕ࠕ࣭ య࡞࠿ࡸ೺ࠉᚰ࡞࠿㇏ࠉᏛຊ࡞࠿☜࣭࣭

➨㸦ᩍ⫱ᇶᮏἲࢫࣥࣛࣂࡢయࠊᚨࠊ▱ᩍ⫱ᇶᮏἲᨵṇ࣭࣭࣭࣭ࠉࠉࠉ 2᮲➨ 1ྕ㸧

Ꮫᰯᩍ⫱ἲᨵṇ࣭࣭࣭ᇶ♏ⓗ࣭ᇶᮏⓗ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࠊᛮ⪃ຊุ᩿ࠊຊࠊ⾲⌧ຊ࠾

➨㸦Ꮫᰯᩍ⫱ἲࢫࣥࣛࣂࡢᏛ⩦ពḧࡧࡼ 30᮲➨ 2㡯㸧

ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

࡜ࡇࡴ⫱࡟୰࡛ㄪ࿴ⓗࡢ⫱Ꮫᰯᩍࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ᨵゞࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ۑࠉࠉ

ձ� ᩍ⫱ᇶᮏἲࢆ㋃ࡓ࠼ࡲᨵゞ

ղࡿࡁ⏕ࠕ�ຊࠖ࠺࠸࡜⌮ᛕࡢඹ᭷

ճ� ᇶ♏ⓗࠊᇶᮏⓗ࡞▱㆑ࠊᢏ⬟ࡢ⩦ᚓ

մ� ᛮ⪃ຊุ᩿ࠊຊࠊ⾲⌧ຊࡢ⫱ᡂ

յ� ಖ☜ࡢᤵᴗ᫬㛫ᩘࡢࡵࡓࡿࡍ❧☜ࢆᏛຊ࡞࠿☜

ն� Ꮫ⩦ពḧࡸୖྥࡢᏛ⩦⩦័ࡢ☜❧

շ� ඘ᐇࡢᣦᑟࡢࡵࡓࡢᡂ⫱ࡢయ࡞࠿ࡸ೺ࡸᚰ࡞࠿㇏

ᗂ⛶ᅬᩍ⫱せ㡿㸦ᖹᡂۑ 20ᖺ࿌♧㸧ᨵゞࡢᇶᮏ

➨ᩍ⫱ᇶᮏἲࠉࠉࠉ 11᮲࣭࣭ ᫂グࡀࠖ⫱ᩍࡢᗂඣᮇࠕ࣭

➨Ꮫᰯᩍ⫱ἲࠉࠉࠉ 1᮲ࡢつᐃ㡰࣭࣭࣭ᗂࠊᑠࠊ୰ࠊ㧗࣭࣭࣭࣭

ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

௵㈐ࡢ࡚ࡋ࡜⫱ᗂ⛶ᅬᩍࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

Ꮫᰯᩍ⫱ἲࠉࠉࠉࠉ 22᮲࣭࣭࣭ᗂ⛶ᅬࠕࡀ⩏ົᩍ⫱ཬࡢࡑࡧᚋࡢᩍ⫱ࡢᇶ♏ࢆᇵࠖࡢࡶ࠺

㸨�ᑠᏛᰯᩍ⫱ࡢ┤᥋ⓗ࡞‽ഛᩍ⫱ࢆᗂ⛶ᅬ࡛⾜࠺࠸࡜࠺ព࿡࡛ࠊࡃ࡞ࡣ

⏕ᾭࡿࡓࢃ࡟ᇶ♏ࢆᙧᡂ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࡍ

࣭Ⓨ㐩ࡸᏛࡢࡧ㐃⥆ᛶࠊᗂ⛶ᅬࡢ⏕ά࡜ᐙᗞ⏕άࡢ㐃⥆ᛶ

ゝⴥ࡜య㦂ࡢከᵝᛶ࡜㛵㐃ᛶ࡟㔜どࡓࡋᣦᑟィ⏬ࢆ

ಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪㸦ᖹᡂۑࠉ 20ᖺ࿌♧㸧ᨵᐃࡢ⫼ᬒ

ࡃᕳࡾྲྀࢆᏊ⫱࡚ᐙᗞࡸࡶ࡝Ꮚࠊ㛫ࡢࡇࠊࡋ㐣⤒ࡀ㸶ᖺࡽ࠿⾜ᪧಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪᪋ࠉࠉࠉ

≧ἣࠊࡣ᪂࡟ࡓᵝ࡞ࠎㄢ㢟ࡸၥ㢟Ⅼࠋࡿ࠸࡚࠼࠿࠿ࢆ

�� ᆅᇦࡿࡅ࠾࡟Ꮚ⫱࡚ᨭ᥼ࡢάືࡀάⓎࠋ࣭ࡿ࡞࡟ ࣭࣭ᆅᇦࡢಖ⫱࣭Ꮚ⫱࡚ᨭ

᥼ࡢ㈨※ࡀ⵳✚ࠋࡿ࠶ࡘࡘࢀࡉ

�� ಖㆤ⪅ࡢከᵝ࡟ࢬ࣮ࢽ࡞ᛂࡓࡌಖ⫱ࡢࢫࣅ࣮ࢧᬑཬࠋ

�� ᖹᡂ 18ᖺࠕㄆᐃᏊࡶ࡝ᅬࠖไᗘࡢ๰タ

�� ᖹᡂ 18ᖺᩍ⫱ᇶᮏἲࡢᨵṇ࣭࣭࣭ᗂඣᮇࡢᩍ⫱ࡢ᣺⯆ࡾ┒ࡀ㎸ࡿࢀࡲ㸦ᑵ

Ꮫ๓ᩍ⫱ࡢ඘ᐇ㸧ࠋ

ձ

ղ

ճ

մ
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ࡢᩍ⫱ෆᐜࠊ࡟≉ࠊࡀࡿ࠶యᛶ୍࡛ࡢ⫱ᩍ࡜㣴ㆤࠊࡣᛶ≉ࡢ⫱ಖ⫱ᡤಖࠉࠉ 5
Ꮫᰯᩍ⫱ἲ㸦᫛࿴ࠊᵝྠ࡜ಖ⫱ᣦ㔪ࡢᨵᐃ๓ࠊࡣෆᐜࡢ⫱ಖࡿࢃ㛵࡟㡿ᇦࠉ 22
ᖺἲᚊ➨ 26ྕ㸧࡟つᐃࡿ࠸࡚ࢀࡉᗂ⛶ᅬࡢ┠ᶆ࡜ඹ㏻ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࡢࡶࡢ

�� ௙஦࡜⏕άࡢㄪ࿴࣭࣭࣭ಖ⫱ᡤࡢ࡬ᮇᚅࡢ㧗ࠋࡾࡲ

Ўࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

ࡿࢀࡽࡵồࡀ⫱ಖ࠸㧗ࡢ㉁ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

�࣭ ಖ⫱ᡤࡢᙺ๭ࡸᶵ⬟ࡢ෌☜ㄆ

�࣭ ಖ⫱ෆᐜࡢᨵၿ඘ᐇࢆᅗࡿ

㸦㸰㸧ᩍ⫱ㄢ⛬㸦ಖ⫱ㄢ⛬㸧ࡢ⦅ᡂ

ձ�ᑠᏛᰯ

࡜ࡿࡼ࡟⦆๎⥲ࠉᑠᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝࠉ

ࡢᚰ㌟ࡢ❺ඣࡧᐇែཬࡢᏛᰯࡸᆅᇦࠊࡋᣦ┠ࢆᡂ⫱ࡓࢀ࡜ࡢㄪ࿴ࡢ࡚ࡋ࡜ே㛫ࡢ❺ඣࠉࠉ

Ⓨ㐩ࡢẁ㝵ࡸ≉ᛶࢆ༑ศ⪃៖ࠊ࡚ࡋ㐺ษ࡞ᩍ⫱ㄢ⛬ࢆ⦅ᡂ͐ࠋࡿࡍ␎࣭࣭࣭࣭࣭࣭

ࢆᩍ⫱άືࡿ࠶Ⰽ≉ࡓࡋ࠿⏕ࢆ๰ពᕤኵࠊࡋᣦ┠ࢆ࡜ࡇࡴࡃࡄࡣࢆຊࡿࡁ⏕ࠊ࡟❺ඣࠉࠉ

ᒎ㛤ࡿࡍ୰࡛ࠊᇶ♏ⓗ࣭ᇶᮏⓗ࡞▱㆑ཬࡧᢏ⬟ࢆ☜ᐇ࡟⩦ᚓࢆࡽࢀࡇࠊࡏࡉά⏝࡚ࡋㄢ

㢟ࢆゎỴ࡟ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞ᛮ⪃ຊุ᩿ࠊຊࠊ⾲⌧ຊࡢࡑ௚ࡢ⬟ຊࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡴࡃࡄࡣࢆ

୺యⓗ࡟Ꮫ⩦ࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ែᗘࢆ㣴ࠊ࠸ಶᛶࡍ࠿⏕ࢆᩍ⫱ࡢ඘ᐇ࡟ດࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵ

ղ�ᗂ⛶ᅬ

ᗂ⛶ᅬᩍ⫱せ㡿࡜ࡿࡼ࡟

ࠊ࡚ࠗࡋ㏻ࢆᗂ⛶ᅬ⏕άࡿࢀࡉᒎ㛤࡚࠸ᇶ࡙࡟ᇶᮏࡢ⫱ᗂ⛶ᅬᩍࠊࡣᗂ⛶ᅬࠕ ࡿࡁ⏕

ຊࡢᇶ♏࠘ࢆ⫱ᡂ࠺ࡼࡿࡍᏛᰯᩍ⫱ἲ➨ 78᮲࡟つᐃࡿࡍᗂ⛶ᅬᩍ⫱ࡢ┠ᶆࡢ㐩ᡂ࡟

ດࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜ࠖ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡵ௨ୗࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧࡟࠺ࡼࡢ

�࣭ ᗂඣࡣᏳᐃࡓࡋ᝟⥴ࡢୗ࡛⮬ᕫࢆ༑ศ࡟Ⓨ᥹ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍⓎ㐩࡟ᚲせ࡞య㦂ࢆ

ᚓ࡚ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛ࡢࡶࡃ࠸⪃៖ࠊ࡚ࡋᗂඣࡢ୺యⓗ࡞άືࠊࡋಁࢆᗂඣᮇࡉࡩ࡟

࡜ࡇࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࢀࡉᒎ㛤ࡀά⏕࠸ࡋࢃ

�࣭ ᗂඣࡢ⮬Ⓨⓗ࡞άືࡢ࡚ࡋ࡜㐟ࠊࡣࡧᚰ㌟ࡢㄪ࿴ࡓࢀ࡜ࡢⓎ㐩ࡢᇶ♏ࢆᇵ࠺㔜せ

ᗂ⛶ᅬᩍ⫱せ㡿ࠊࡋ࡜୰ᚰࢆᣦᑟࡢ࡚ࡋ㏻ࢆࡧ㐟ࠊ࡚ࡋ៖⪄ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛⩦Ꮫ࡞

➨ ែᗘࠊពḧࠊᚰ᝟ࡿ࡞࡜♏ᇶࡢຊࡿࡁ⏕㸦࠸ࡽࡡࡍ♧࡟❶2 㸧ࠖࡀ⥲ྜⓗ࡟㐩ᡂ

ேࠊ೺ᗣࠊ࡚ࡋ࡜ෆᐜࡢࡵࡓࡢ㐩ᡂ࠸ࡽࡡࠋࡿ࠶ᚲせ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࢀࡉ

㛫㛵ಀࠊ⎔ቃࠊゝⴥࡢ⌧⾲ࠊ 5㡿ᇦࠊࡣ࡛ࡇࡇࠊࢀࡉ♧ࡀ⎔ቃ࡟㛵࡚ࡗࢃᒎ㛤ࡍ

ࠋࡿࡍᣦᑟ࡟ⓗྜ⥲࡚ࡋ㏻ࢆάື࡞ලయⓗࡿ

�࣭ ᗂඣࡢ⏕ά⤒㦂ࢆ࡝࡞࡜ࡇࡿ࡞␗ࢀࡒࢀࡑࡀ⪃៖ࠊ࡚ࡋᗂඣ୍ே୍ேࡢ≉ᛶ࡟ᛂ

ࠋࡿࡍ࡟࠺ࡼ࠺⾜ࢆᣦᑟࡓࡋ༶࡟ㄢ㢟ࡢⓎ㐩ࠊࡌ

ճ�ಖ⫱ᡤ

ಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪⥲๎࡜ࡿࡼ࡟

ࡵࡓ࠺ᇵࢆ♏ᇶࡢຊࡍฟࡾࡃࡘࢆᮍ᮶࠸ࡋࡲᮃࠊࡁ⏕ࡃࡼࡶ᭱ࢆᅾ⌧ࡀࡶ࡝Ꮚࠕ

ࠊ࣭࡟ ࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡜࣭࣭ࠖ

ࡢຊࡿࡁ⏕ࠗ࠺࠸ࡢ┬㒊ᩥࠊࡀࠖ♏ᇶࡢຊࡍฟࡾࡃࡘࢆᮍ᮶࠸ࡋࡲᮃࠕࠊ࠺࠸࡛ࡇࡇ���ࠉ

ᇶ♏࡛࠘ࠊࡾ࠶ಖ⫱ࡢ┠ᶆࢆ┠ᣦࡋಖ⫱ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ
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㸦㸱㸧ᑠᏛᰯࠕ⏕ά⛉ࠖ࡜ᗂ⛶ᅬࠊಖ⫱ᡤࡢᩍ⫱ෆᐜ

ᗂ⛶ᅬࠊᖺࡢࡑࠋࡓࢀࡉ᪂タࡀࠖ⛉ά⏕ࠕ࠸క࡟ᨵゞࡢᑠᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࠊᖹᡂඖᖺࠉ

ᩍ⫱せ㡿ࡶᨵゞࡣ࡛ࡇࡑࠊࢀࡉᨵ࡚ࡵᑠᏛᰯࡢ࡜ᩍ⫱㐃ᦠࡀᙉㄪ࡟≉ࠋࡓࢀࡉᑠᏛᰯࠕ⏕

ά⛉ࠖࡢ᪂タ࡚ࡗࡼ࡟ᗂ⛶ᅬ࣭ ᑠᏛᰯࡢᩍ⫱ෆᐜࡢ㐃⥆ᛶࡀᙉㄪࠕࡢࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓࢀࡉ⏕

ά⛉ࠖࡢᑟධࡾࡼ࡟ᑠᏛᰯᩍ⫱ࡢㄆ㆑ࡣ኱ࡃࡁ㌿᥮ࠊࡣࢀࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓࡋ࡜࠺ࡼࡋᑠᏛ

ճ㐟ࠉᣦᑟ㔜どࡢ࡚ࡋ㏻ࢆయ㦂↛⮬ࠊղ┤᥋య㦂ࠉ࡬ࠖࡪᏛࠕࡽ࠿ࠖ࠼ᩍࠕձࡀᤵᴗࡢᰯ

ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓࢀࡉᙉㄪࡀ࡜ࡇࡿࡍ⩦Ꮫ࡛ࣝ࢖ࢱࢫ࠺࠸࡜ࡪᏛ࡚ࡋ㏻ࢆࡧ

୍᪉ࠊᗂ⛶ᅬᩍ⫱ࠕࡶ⎔ቃࡿࡼ࡟ಖ⫱ࠖࡀ࡜ࡇ࠺࠸࡜ᙉㄪࠊࢀࡉಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪㸦ᖹᡂ

2ᖺᨵᐃ㸧࡛࡟≉ࠊࡣ 3ṓ௨ୖࡢᩍ⫱ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᗂ⛶ᅬᩍ⫱せ㡿ྜᩚࡢ࡜ᛶࡀᅗࢀࡽ

ࡿぢࢆඹ㏻ᛶࡢ⫱ᩍࡢᑠᏛᰯධ㛛ᮇࡽ࠿ᗂ⛶ᅬࠊಖ⫱ᡤࠊࡽ࠿࡜ࡇࡢࡇࠊࡉᙉㄪࡀ࡜ࡇࡿ

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

⛉ά⏕ࠕᑠᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࠉ ෆᐜࠊ࠸ࡽࡡࡸᶆ┠ࡢಖ⫱ᡤಖ⫱ᣦ㔪ࠊᗂ⛶ᅬᩍ⫱せ㡿ࠊࠖ

ࠋࡿ࡞࡟ࡾ࠿ࡀᡭࡿࡍゎ⌮ࢆ㐃⥆ᛶࡢ⫱ᩍࡶ࡛࡜ࡇࡿࡍẚ㍑ࢆ➼

ಖࠊ࡜ࡃ࠸ぢ࡚ࡃ࠿⣽࡟࡜ࡈ⛉ᩍࢆᶆ┠ࡢ⫱ᑠᏛᰯᩍࠊ࡜࠸ࡽࡡࡢ⫱ಖ⫱ᡤ࣭ᗂ⛶ᅬᩍࠉ

⫱ᡤ࣭ᗂ⛶ᅬ࡛ྛࡢ㡿ᇦࡢෆᐜࡢࡑࠊࡀᚋࡢᑠᏛᰯᩍ⫱࡜㐃⥆ࡇࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࡋ

୍ࡿࡍゎ⌮ࢆ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘ࡬⩦Ꮫࡢ௨㝆ࢀࡑࠊࡀ࡜ࡇࡓࡁ࡚ࡋ⩦Ꮫ࡟ᑵᏛ๓ࠊࡣࢀ

᪉ἲ࡛ࠋࡿ࠶

㸳㸬ᩍ⫱㐃ᦠࡢᅾࡾ᪉

㸦㸯㸧ࠕ㐃ᦠࠊ᥋⥆ࠊ஺ὶࠖࡢ┠ⓗព㆑

࡝ࡀࡶ࡝Ꮚࡽ࠿ᡂ㛗㐣⛬㸦ஙඣࡢࡶ࡝Ꮚࠕሙྜ࠺࠸࡜㐃ᦠࡢᑠᏛᰯࠊᗂ⛶ᅬࠊಖ⫱ᡤࠉࠉ

ࡋᡂ㛗࡚⤒ࢆ⛬㐣࡞࠺ࡼࡢ࡝ࠊ࡟ࡽࡉࠊࡋゎ⌮ࢆ㸧࠿ࡿ࠸࡚ࡋᡂ㛗࡚⤒ࢆ⛬㐣࡞࠺ࡼࡢ

࠿ࡢࡿ࠸࡚ 㸧ࡿࡍ㸦⌮ゎࡿ▱ࢆ࠿ࡢࡓࡁ࡚ࢀࡉᒎ㛤ࡀ⫱ᩍ࡞࠺ࡼࡢ࡝᫬ࡢࡑࠕࠊࡓࡲࠊࠖ

ᒎ㛤ࡢ⫱ᩍࡓࡗࡶࢆࡋぢ㏻ࠉ㸻ࠋ஺ὶࡢࡵࡓ

㸦㸰㸧ᩍ⫱ほ࠺ྜࡵ࠿☜ࢆ

Ꮚࡢࡶ࡝ᐇែ࡜ぢ㏻ࠊࡋ⥅⥆ⓗ࡞ᩍ⫱ෆᐜࢆ࡜ࡇࡢࡑࠊࡾ▱ࢆ㏻ࠊࡋᩍဨྠኈࡀᩍ⫱

ほࠊಖ⫱ほ࠸ྜࡵ࠿☜ࢆ⌮ゎࠊࡣ࡟ࡵࡓࡢࡑࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࢃྜࡋලయⓗࡒࢀࡑ࡟

࠸ࡽࡡࠕࡢ⫱ᩍࡿ࠸࡚ࡋ㊶ᐇࡀࢀ ඹ㏻ㄆࢆᩍ⫱ほࠊࡾ▱ࢆ᪉ἲࠖࠕࡸᶆࠖ┠ࠊⓗ┠ࠕࠖ

㆑ࡿࡍᶵ఍ࠉࡘࡶࢆ㸻ࠉᩍ⫱ほࢆㄒࡿ࠼ྜࡾ◊ಟ

㸦㸱㸧ᆅᇦ♫఍ࡢኚ໬࡜ᐙᗞࠊぶࡢ≧ἣࡸ⏕άࡢ⌧≧

ᆅᇦࡢ୰࡛ᑵᏛ๓ࡢᏊࡀࡕࡓࡶ࡝Ꮚྠࡶ࡝ኈ࡛⩌࡚ࡗࡀ㐟ࡪሙࠊࡃ࡞ࡣ၏୍ࠊᗂ⛶ᅬ

ࡀᗂ⛶ᅬࡸಖ⫱ᡤࠊࡣ࡛≦⌧ࡢᆅᇦ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡿࡵồࢆሙࡢࡑ࡟ಖ⫱ᡤࡸ

Ꮚࡢࡕࡓࡶ࡝ே㛫㛵ಀࡢึ᭱ࡴࡃࡄࡣࢆሙࠋࡿ࡞࡜Ꮚࢆࡕ⫱ࡢࡶ࡝ᨭࠊ࡟ࡵࡓࡿ࠼ᆅᇦ

඲య࡟≉ࠊಖ⫱ᡤࠊᗂ⛶ᅬࠊᑠᏛᰯࡓࡗ࠸࡜ᑠᏛᰯ༊༢఩ࡀ᰾ࠊࡾ࡞࡜Ꮚࡀࡕࡓࡶ࡝೺

ㄢ㢟࡞ࡁ኱ࡿࡅ࠾࡟⫱ᩍࠊࡀ࡜ࡇࡿ࠼⪄ࢆࡾస࣒ࢸࢫࢩࡢ఍♫ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡘ⫱࡟࠿ࡸ

ࡾࡃᆅᇦ࡙࡜ᐙᗞᨭ᥼ࠉ㸻ࠉࠋࡿࡃ࡚ࡗ࡞࡜

㸦㸲㸧ᩍ⫱㐃ᦠࢆᅗࡢࡵࡓࡿ◊ಟ࡜ㄢ㢟

Ꮚ࡟ࢬ࣮࣒ࢫࡀࡶ࡝ᑠᏛᰯᩍ⫱ࠊࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆ✲◊࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡢࡵࡓࡿࡀ࡞ࡘ࡟ಖࠊ

ᗂࠊᑠࡢᩍ⫱㐃ᦠࡢ┠ⓗ࡛ࡢࡵࡓࡢࡑࠊࡀࡿ࠶◊ಟ᫬㛫ࡸ◊ಟཧຍయไࡣ࡜ࡇࡴ⤌ࢆ኱
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ࠉཧຍయไࠊෆᐜࠊ᫬㛫ࠉ㸻ࠋࡿ࠶ㄢ㢟࡛࡞ࡁ

㸴㸬ಖ⫱ኈ㣴ᡂ࣭ᩍဨ㣴ᡂ࡚ࡋ࡜

ձ�Ꮚࡢࡕ⫱ࡢࡶ࡝㐃⥆ᛶ࡜ᩍ⫱ࡢ㐃⥆ᛶࢆ⌮ゎࠋࡿࡍ

ղ�ಖ⫱ᡤࠊᗂ⛶ᅬࠊᑠᏛᰯ࡛ᒎ㛤ࡿ࠸࡚ࢀࡉಖ⫱ࠊᩍ⫱ࡢෆᐜࢆ⌮ゎࠋࡿࡍ

ճ�ձࠊղࢆ㣴ᡂᰯ࡚ࡋ࡜┠⛉⮬⊃ࡢタࠊ࠿ࡿࡅᩍ⛉┠࡟࠿ࡇ࡝ࡢධࠋ࠿ࡿࢀ

ᏛϨࡶ࡝ࡇࠕሙྜࡢ㸨ᮏᏛࠉ ࠋࡿ࠸࡚ࡗᏛϩ࡛ࠖᢅࡶ࡝ࡇࠕࠖ

ሙయ㦂⌧ࡢᑠᏛᰯࠊᗂ⛶ᅬࠊಖ⫱ᡤࠊ࡜࡜ࡇࡿ▱ࢆᛶ≉ࡢᑠᏛᰯࠊᗂ⛶ᅬࠊಖ⫱ᡤࠉմࠉ

ࠋࡘࡶࢆᶵ఍ࡢ⩦ᐇࡸ

ࠋࡿ࠶ࡀព࿡ࡣ㈨᱁ྲྀᚓࡢᩘ「㸨ࠉࠉࠉ

մ�ぶࡢ㢪࠸ᐇែࠋࡿࢀࡩ࡟ぶᨭ᥼ࡢ᪉ἲࢆᏛࠋࡪ

ᤵᴗࡢ࡛࣮ࢱࣥࢭ✲◊ࡶ࡝ࡇࠊሙྜࡢ㸨ᮏᏛࠉ
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